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４月中 旬
ちゅうじゅん

夜
よる

８時
じ

頃
ころ

、東
ひがし

の空
そら

にはすでに春
はる

の星座
せ い ざ

が広
ひろ

がって

います。東から北東
ほくとう

の高
たか

い空に並
なら

ぶのは大
おお

きな２頭
とう

の動物
どうぶつ

星座、

「しし座」と「おおぐま座」です。南側
みなみがわ

の空に昇
のぼ

っている「し

し座」は、春を代表
だいひょう

する星座で、＜ししの大鎌
おおがま

＞と呼
よ

ばれるハ

テナマーク「？」を裏返
うらがえ

した星の並びが、ししの頭
あたま

から胸
むね

を表
あら

しています。ししの胸元
むなもと

で光
ひか

っているのは１等
とう

星
せい

レグルス、さ

らに東側には尻尾
し っ ぽ

にあたる２等星デネボラが輝
かがや

いています。

「しし座」の北
きた

側に並ぶ「おおぐま座」は、「北斗
ほ く と

七星
しちせい

」と呼ば

れるヒシャクの形
かたち

をした明
あか

るい星々の並びがおおぐまの背中
せ な か

から長
なが

い尻尾にあたるため、とても見
み

つけやす

い星座です。「北斗七星」は春から夏
なつ

にかけて北の高い空でよく目立
め だ

ち、ヒシャクの口先
くちさき

にある２つの星の間隔
かんかく

を、口が開
あ

いている方向
ほうこう

へ５倍
ばい

に延
の

ばすと北極
ほっきょく

星
せい

に辿
たど

り着
つ

くことから、北極星を探
さが

す目印
めじるし

として世界中
せかいじゅう

で親
した

しまれています。また、ヒシャクの取
と

っ手
て

の先
さき

から、「うしかい座」の１等星アルクトゥールスを通
とお

り、「おと

め座」の１等星スピカまで伸
の

ばしたカーブを《春の大曲線
だいきょくせん

》、アルクトゥールス・スピカ・デネボラを結
むす

んだ

三角形
さんかくけい

を《春の大
だい

三角》と呼び、どちらも春の星座を探す目印ですので、ぜひ探してみてください。 
 
 
 
 

全天
ぜんてん

には 88 の星座が描
えが

かれますが、これらの星座たちはい

つ、どのようにして作
つく

られたのでしょうか。星座の始
はじ

まりはとて

も古
ふる

く、今
いま

から約 5,000年前
ねんまえ

のメソポタミア地方
ち ほ う

の人々
ひとびと

が、

農作物
のうさくもつ

を育
そだ

てるために、星々を線
せん

で結んで畑
はたけ

や農具
の う ぐ

などの形に

見立
み た

て、季節
き せ つ

を知
し

る目安
め や す

にしたのが、星座の始まりだといわれて

います。それが古代
こ だ い

ギリシャに伝
つた

わり、２世紀
せ い き

頃、ギリシャの天文
てんもん

学者
がくしゃ

プトレマイオス（トレミー）がそれま

で伝わっていた星座を 48個
こ

にまとめました。これが、現在
げんざい

も使
つか

われている「プトレマイオス（トレミー）の

４８星座」です。15世紀になると、ヨーロッパでは大航海
だいこうかい

時代
じ だ い

が始まり、探検家
たんけんか

たちによって北半球
きたはんきゅう

からは

見えない南天
なんてん

の星々が記録
き ろ く

され、さらに 17 世紀には、望遠鏡
ぼうえんきょう

が発明
はつめい

されることでより多
おお

くの星が見えるよ

うになったため、天文学者たちによって続々
ぞくぞく

と新
あたら

しい星座が作られました。1922 年には、国際
こくさい

天文学連合
れんごう

が全天の星座を「88 星座」と定
さだ

め、1928 年に星座の境界
きょうかい

線が決
き

められました。それまでの星座は星座絵
え

の姿
すがた

でしたが、この時に星座は境界線で区切
く ぎ

られた空の区画
く か く

になり、全
すべ

ての星は必
かなら

ずどれかの星座に所属
しょぞく

す

るようになりました。星座が公式
こうしき

に全天 88 個と決められたのは、ほんの 100 年ほど前のことなのです。 
 
 
 
 
 

４月上 旬
じょうじゅん

、日の入
い

り後
ご

の西
にし

の低
ひく

い空で、一番
いちばん

明るく輝いているのは木星
もくせい

（－２等）

です。４月 10 日には明るい木星を目印に、非常
ひじょう

に細
ほそ

いため普段
ふ だ ん

は観察
かんさつ

しづらい新月
しんげつ

の翌日
よくじつ

の月（月齢
げつれい

２弱
じゃく

）を探すことができます。また、翌日 11 日には三日月
み か づ き

がす

ばる（プレアデス星団
せいだん

）に近
ちか

づきます。三日月はそれほど眩
まぶ

しくないため、すばる

が隠
かく

れることなく両方
りょうほう

を観察することができるでしょう。少
すこ

し暖
あたた

かくなったこの

季節、外出
がいしゅつ

して観察してみてください。話題
わ だ い

の彗星
すいせい

もこの近くにいます（裏面
うらめん

参照
さんしょう

）。 

 

☆ ４月のプラネタリウムの内容については、別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆☆ 

☆ プラネタリウムのお休み  

４／１(月)、８(月)、１５(月)、１７(水)、２２(月) 、３０(火) 

 

 

★ 今月
こんげつ

の星
ほし

もよう ★ 
 

豊川市ジオスペース館 

★ ８８星座のお話
はなし

 

★ 夕
ゆう

空
ぞら

で月が木星
もくせい

とすばるに接近
せっきん

！ 

※星図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

月は大きさを強調して描いています 

カストル 

１０、１１日夜７時頃西の空 

１１日 

１０日 

木星 

プレアデス星団（M45） 
↓ 

天頂 

東 北東 北 

４月中旬夜８時過ぎ 

☆令和６年４月から月１回発行になります☆ 

 



 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
                 

 

 

 

 

 

★  ４月の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1日（月） ポン・ブルックス彗星
すいせい

がおひつじ

座 α
アルファ

星
せい

ハマルと並ぶ 

２日（火）   下弦
か げ ん

 

６日（土） 明け方細い月と火星
か せ い

が並ぶ 

９日（火） ● 新月
しんげつ

（米国などで皆既
か い き

日食
にっしょく

） 

１０日（水）細い月と木星、ポン・ブルックス

彗星が接近
せっきん

 

１１日（木）明け方火星と土星が大接近、三日

月とプレアデス星団が接近 

１６日（火） 🌓 上弦
じょうげん

 

２１日（日） ポン・ブルックス彗星が近日点
きんじつてん

を

通過
つ う か

 

２４日（水） 〇 満月
まんげつ

 

 

 

4/10 月 

夕方西の空のポン・ブルックス彗星と木星水星の動き 
星座の位置を固定して１日刻みで描いています 

4/9 月 
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